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　昨年１２月に開催された第４回定例市議会において、平成２３年度歌志内市各会計決算が認定さ

れましたので、その概要をお知らせします。

　平成２３年度は、安定した財政基盤の確立をめざし、平成２１年度に策定した財政健全化計画（第

２次計画）に基づき、緊急性・重要性の精査を行いながら、適切な事業の実施に努めました。ま

た、財政調整基金へ２億８千万円の積み立てを行い、不測の事態に対応する財源の確保を図りま

した。

各
会
計
の
決
算
状
況

　
一
般
会
計
の
平
成
　
年
度
決
算
は
表
１

２３

の
と
お
り
、
歳
入
が
　
億
９
，８
１
６
万
１

４８

千
円
、
歳
出
が
　
億
６
，０
１
４
万
１
千
円

４７

で
、
差
し
引
き
１
億
３
，８
０
２
万
円
を
翌

年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
決
算
額
と
比
較
す
る
と
、
前
年

度
か
ら
の
繰
越
事
業
費
の
増
な
ど
に
よ
り
、

歳
入
で
約
５
，０
０
０
万
円
（
１
・
０
％
）

の
増
加
、
歳
出
で
は
約
１
億
６
，３
０
０
万

円
（
３
・
６
％
）の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
総
額

は
表
２
の
と
お
り
で
、
歳
入
が
　
億
１
，２

１０

７
６
万
３
千
円
、
歳
出
が
９
億
３
３
４
万

４
千
円
で
、
差
し
引
き
１
億
９
４
１
万
９

千
円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
決
算
額
と
比
較
す
る
と
、
市
営

公
共
下
水
道
特
別
会
計
に
お
け
る
繰
上
償

還
に
伴
う
公
債
費
と
、
こ
れ
に
充
て
た
一

般
会
計
繰
入
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、
歳
入

で
約
２
億
円
（
　
・
７
％
）
、
歳
出
で
約

２４

１
億
９
，２
０
０
万
円
（
　
・
１
％
）
増
加

２７

し
ま
し
た
。

　
会
計
別
の
収
支
で
は
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
で
１
億
９
３
３
万
９
千
円
、
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
で
８
万
円
を
そ

れ
ぞ
れ
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
が
、

そ
の
ほ
か
の
会
計
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
に
よ
り
収
支
の
均
衡
を
図
り
ま
し
た
。
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表１　一般会計の決算状況

歳　　　　出歳　　　　入

差し引き額

(B)－(C)

執行率

(C)／(A)

予算額との

比　　　較

(C)－(A)

決　算　額

(C)

執行率

(B)／(A)

予算額との

比　　　較

(B)－(A)

決　算　額

(B)

歳入歳出

予 算 額

(A)

１億３，８０２万円

％

９６．７

△１億

６，３５１万３千円

４７億

６，０１４万１千円

％

９９．５

△

２，５４９万３千円

４８億

９，８１６万１千円

４９億

２，３６５万４千円

表２　各特別会計の決算状況

歳入に含む一般会

計からの繰入金額

差し引き額

(A)－(B)

歳出決算額

(B)

歳入決算額

(A)
会 計 区 分

４億３，４２０万２千円０円６億１，１３４万７千円６億１，１３４万７千円市営公共下水道特別会計

８９１万４千円０円４，６０８万４千円４，６０８万４千円市営神威岳観光特別会計

２，７８３万９千円１億９３３万９千円１億５，７３６万４千円２億６，６７０万３千円国民健康保険特別会計

２，７３５万円 ８万円８，８５４万９千円８，８６２万９千円後期高齢者医療特別会計

４億９，８３０万５千円１億９４１万９千円９億３３４万４千円１０億１，２７６万３千円合　　　　　計
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市
の
財
政
運
営
の
中
心
で
、
基
本
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
一
般
会
計

の
決
算
概
要
を
ご
説
明
し
ま
す
。

　
ま
ず
歳
入
は
、
市
税
な
ど
自
ら
調
達
で

き
る
「
自
主
財
源
」
と
、
国
や
道
か
ら
入

る
お
金
や
借
金
な
ど
の
「
依
存
財
源
」
の

２
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
自
主
財
源
に
乏

し
い
本
市
で
は
、
歳
入
の
大
半
を
依
存
財

源
に
頼
っ
て
お
り
、
中
で
も
そ
の
多
く
を

占
め
る
地
方
交
付
税
に
よ
っ
て
財
政
が
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
度
の
地
方

２３

交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
で
は
前
年
度
と

比
較
し
て
２
，８
２
８
万
５
千
円
（
１
・
４

％
）
の
増
額
、
特
別
交
付
税
は
６
，５
３
８

万
２
千
円
（
９
・
３
％
）
の
増
額
と
な
り
、

全
体
で
９
，３
６
６
万
７
千
円
（
３
・
５
％
）

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
税
は
２
億
３
，２
６
０
万
４
千
円
で
、

前
年
度
よ
り
２
，２
２
５
万
１
千
円
（
８
・

７
％
）
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
固

定
資
産
税
に
お
け
る
償
却
資
産
の
減
少
及

び
徴
収
率
の
減
少
に
伴
う
も
の
で
す
。
徴

収
率
は
　
・
１
％
で
、
大
口
滞
納
１
件
の

８５

発
生
に
伴
い
、
前
年
度
を
９
・
３
ポ
イ
ン

ト
下
回
り
ま
し
た
。
な
お
、
市
民
１
人
当

た
り
の
市
税
負
担
額
は
、
前
年
度
よ
り
２
，

９
７
９
円
減
少
し
、
５
４
，６
１
５
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
決
算
の
概
要

平成２３年度一般会計歳入・歳出決算の内訳

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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次
に
歳
出
を
ご
説
明
し
ま
す
。

　
３
ペ
ー
ジ
の
歳
出
決
算
の
グ
ラ
フ
は
、

市
が
使
っ
た
お
金
に
つ
い
て
経
済
的
性
質

を
基
準
に
分
類
し
た
も
の
で
す
。

　
「
義
務
的
経
費
」
は
、
職
員
給
与
や
借
金

の
返
済
な
ど
、
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
経
費
で
、「
投
資
的
経
費
」
は
、
施

設
や
道
路
建
設
な
ど
行
政
水
準
の
向
上
に

直
接
か
か
わ
る
経
費
で
す
。
ま
た
、「
そ

の
他
の
経
費
」
は
、
義
務
的
経
費
や
投
資

的
経
費
に
含
ま
れ
な
い
物
件
費
や
補
助
費

な
ど
の
経
費
で
す
。
一
般
的
に
、
義
務
的

経
費
の
割
合
が
低
く
投
資
的
経
費
の
割
合

が
高
い
ほ
ど
、
財
政
に
余
裕
が
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
決
算
で
は
、
義
務
的
経
費

２３

が
　
億
７
，０
０
２
万
１
千
円
（
構
成
比
　

２１

４５

・
６
％
）
、
次
い
で
そ
の
他
の
経
費
が
　
億
２２

２
，５
６
１
万
４
千
円
（
同
　
・
８
％
）
と
、

４６

こ
れ
ら
の
経
費
が
歳
出
の
ほ
と
ん
ど
を
占

め
て
い
ま
す
。
投
資
的
経
費
は
前
年
度
に

比
べ
１
億
９
，１
０
４
万
３
千
円
減
少
し

３
億
６
，４
５
０
万
６
千
円
、
全
体
の
７
・

６
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
「
歌
志
内
市
財
政
健
全
化
計

画
」
を
基
本
と
し
て
、
投
資
的
経
費
を
中

心
に
歳
出
全
体
を
抑
制
し
な
が
ら
財
政
運

営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
数

値
か
ら
も
、
財
政
構
造
の
硬
直
化
が
示
さ

れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

食　費 ７８，０００円
（人件費）

給　料 １９，０００円
（市　税）

家族の医療費 ５７，０００円
（生活保護費などの扶助費）

パート収入 ２６，０００円
（使用料及び手数料）

光熱水費などの雑費 ４４，０００円
（物件費）

親からの仕送り ２９６，０００円
（地方交付税、国・道支出金など）

保険料・町内会費 ４８，０００円
（補助費等）

預金からの引き出し ０円
（繰入金）

修繕料 ２，０００円
（維持補修費）

ローンの借り入れ １６，０００円
（市　債）

ローンの返済 ４６，０００円
（公債費）

雑収入 ３０，０００円
（諸収入など）

子どもへの仕送り ５８，０００円
（繰出金）

前月からの繰り越し ２１，０００円
（繰越金）

家の増改築費 ３０，０００円
（普通建設事業費）

貯　金 ３０，０００円
（積立金、投資・出資金など）

親類や友人への援助 ４，０００円
（貸付金）

１か月の支出合計 ３９７，０００円１か月の収入合計 ４０８，０００円

平成２３年度一般会計決算を１か月の家計簿にたとえると…

　一般会計の決算をわかりやすくお知らせするため、家計簿にたとえてみ

ました。

　家計を支えているのは「親からの仕送り」です。家族で働いて得た収入は、

約１割しかありません。保険料の値上がりや子どもへの仕送りなどで支出

が増えましたが、ローン返済額の減少や食費などを可能な限り切り詰めた

ことで、今後の生活費を調整するために必要な貯金をすることができまし

た。しかし、収入の柱となっている親からの仕送りは、いつ減らされるか

わからないため、まだまだ安心はできません。これからも計画的に生活費

を見直して、収入に見合った生活をしなければなりません。

※歌志内市の平成２３年度一般会計決算を、
１か月の家計簿をイメージして作成しま
した。金額は千分の1に置き換え、１２か
月で割っています。

※平成２２年度決算では、収入４０４，０００円、支出３８３，０００円で２１，０００円の黒字でした。

収入４０８，０００円－支出３９７，０００円・・・１１，０００円の黒字
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さ
ら
に
、
行
政
の
仕
事
内
容
ご
と
に
大

き
く
分
類
し
た
目
的
別
の
経
費
を
見
て
み

ま
す
。

　
最
も
多
い
の
は
民
生
費
で
、
老
人
福
祉

や
生
活
保
護
費
な
ど
に
全
体
の
　
・
４
％

２１

に
あ
た
る
約
　
億
１
，９
０
０
万
円
を
支
出

１０

し
ま
し
た
。

　
次
に
支
出
が
多
か
っ
た
の
は
職
員
費
で
、

特
別
職
と
一
般
職
員
の
給
与
や
医
療
保
険

な
ど
の
共
済
費
と
し
て
、
約
８
億
３
，４
０

０
万
円
、
全
体
の
　
・
５
％
を
支
出
し
ま

１７

し
た
。
前
年
度
と
比
較
し
て
約
８
，１
０
０

万
円
減
少
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
退
職
手

当
組
合
追
加
納
付
金
の
減
に
よ
る
も
の
で

す
。
な
お
、
議
員
報
酬
や
各
種
委
員
な
ど

の
報
酬
な
ど
は
各
歳
出
項
目
に
区
分
さ
れ

る
た
め
、
性
質
別
分
類
で
の
人
件
費
の
総

額
と
金
額
は
異
な
り
ま
す
。

　
道
路
や
市
営
住
宅
の
管
理
経
費
な
ど
を

支
出
す
る
土
木
費
は
、
約
６
億
３
，８
０
０

万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。
公
債
費
は
、
市

債
の
償
還
金
と
し
て
、
前
年
度
に
比
べ
約

２
億
３
，８
０
０
万
円
の
減
少
と
な
る
約
５

億
５
，１
０
０
万
円
を
支
出
し
ま
し
た
が
、

こ
の
減
の
主
な
要
因
は
、
前
年
度
に
お
け

る
市
債
の
繰
上
償
還
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
以
下
、
総
務
費
、
衛
生
費
、
商
工
費
、

教
育
費
、
消
防
費
、
議
会
費
、
労
働
費
、

災
害
復
旧
費
、
農
林
費
の
順
に
支
出
が
多

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

市民１人当たりの決算額　※平成２４年３月末現在の住民基本台帳人口４，２５９人で算出

前年度との比較決　算　額項　目

３,６３６万１千円１０億１,９１２万７千円民 生 費

△８,０７０万４千円８億３,４０７万５千円職 員 費

５,７４１万２千円６億３,７５９万４千円土 木 費

△２億３,７８０万７千円５億５,１３５万６千円公 債 費

１億９,２２９万６千円５億４,８５２万円総 務 費

４,１４８万３千円４億７,７１３万５千円衛 生 費

１億２,９４０万円２億５,１９４万円商 工 費

２,５５０万２千円１億９,８８４万円教 育 費

２,２６７万３千円１億６,８８１万６千円消 防 費

１,４８６万２千円５,４３２万４千円議 会 費

１１５万１千円９３５万８千円労 働 費

５９５万８千円５９５万８千円災害復旧費

△２８１万４千円３０９万８千円農 林 費

△４,２５５万９千円０円諸 支 出 金

１億６,３２１万４千円４７億６,０１４万１千円合　計

目的別にみる一般会計決算額

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

火災予防活動や救急活動、
消防施設整備などに使わ
れたお金

消防費

３９，６３７円

議員報酬や議会運営に使
われたお金

議会費

１２，７５５円

教育施設の管理運営、社
会教育事業の運営などに
使われた
お金

教育費

４６，６８７円

商工業者の振興対策、観
光事業推進
などに使わ
れたお金

商工費

５９，１５５円

各種保健予防事業、ごみ
処理事業な
どに使われ
たお金

衛生費

１１２，０３０円

一般事務経費や財産管理
などに使わ
れたお金

総務費

１２８，７９１円

市の借金（市債）
の返済に使わ
れたお金

公債費

１２９，４５７円

市道整備や除排雪、公園
や下水道整備など
に使われ
たお金

土木費

１４９，７０５円

医療費や介護保険
事業、福祉行政全
般に使われた
お金

民生費

２３９，２８８円

職員の給与、医療保険な
どの共済費
に使われた
お金

職員費

１９５，８３８円

労働費　 ２，１９７円
災害復旧費１，３９９円
農林費
　　 ７２７円

その他

４，３２３円

合計

１，１１７，６６６円
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※決算額には、消費税が含まれています。

人口１人当

たり現在高

年度末

の人口

全 会 計 市 債

年度末現在高
年　度

２２０万３千円４,９０７人１０８億１,１５４万１千円平成１９年度

２０６万３千円４,７５５人９８億９３９万８千円平成２０年度

１９７万２千円４,５７９人９０億２,９３１万２千円平成２１年度

１８９万２千円４,４２５人８３億７,３８５万５千円平成２２年度

１７９万４千円４,２５９人７６億４,１４３万７千円平成２３年度

全会計の市債現在高

に
よ
る
患
者
数
の
増
や
、
医
療
必
要
度
の

高
い
入
院
患
者
の
受
け
入
れ
な
ど
で
効
率

よ
く
運
営
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
実

績
を
上
回
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

　
結
果
と
し
て
、
消
費
税
を
除
い
た
単
年

度
収
支
で
、
１
，７
３
４
万
５
千
円
の
純
損

失
が
生
じ
、
累
積
欠
損
金
は
８
億
４
，３
６

５
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
資
本
的
収
支
は
、
収
入
・
支
出
と
も
６
，

６
２
２
万
１
千
円
で
、
更
新
し
た
医
療
機

器
の
購
入
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
か
ら
１

７
３
万
５
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

■
市
営
公
共
下
水
道
特
別
会
計

　
決
算
額
は
歳
入
・
歳
出
と
も
６
億
１
，

１
３
４
万
７
千
円
で
す
。
前
年
度
と
比
較

す
る
と
、
歳
入
・
歳
出
と
も
約
１
億
７
，９

０
０
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
主
に
市
債
の
繰
上
償
還
を
行
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
市
営
神
威
岳
観
光
特
別
会
計

　
決
算
額
は
歳
入
・
歳
出
と
も
４
，６
０
８

万
４
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、
約
２
，

５
０
０
万
円
増
加
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

主
に
圧
雪
車
整
備
等
普
通
建
設
事
業
費
の

増
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
決
算
額
は
歳
入
が
２
億
６
，６
７
０
万
３

千
円
、
歳
出
が
１
億
５
，７
３
６
万
４
千
円

で
、
差
し
引
き
１
億
９
３
３
万
９
千
円
を

翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。
前
年
度
と

比
較
す
る
と
、
歳
入
で
は
約
１
０
０
万
円
、

歳
出
で
は
約
９
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
主
な
要
因
は
、
空
知
中
部
広
域
連

合
の
決
算
精
算
に
よ
る
分
賦
金
の
返
還
に

よ
る
も
の
で
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
決
算
額
は
歳
入
が
８
，８
６
２
万
９
千
円
、

歳
出
が
８
，８
５
４
万
９
千
円
で
、
差
し
引

き
８
万
円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
・
歳
出
と

も
約
２
０
０
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

▼
患
者
数
の
状
況

　
年
間
延
べ
患
者
数
は
、
入
院
が
２
１
，３

３
５
人
、
外
来
が
１
６
，２
７
３
人
と
な
り
、

前
年
度
と
比
較
す
る
と
入
院
は
１
５
９
人

増
加
し
、
外
来
で
は
１
６
６
人
減
少
し
ま

し
た
。

▼
経
営
の
状
況

　
総
収
益
は
、
前
年
度
よ
り
４
７
５
万
３

千
円
の
減
額
で
、
５
億
５
，３
１
７
万
３
千

円
、
総
費
用
は
前
年
度
よ
り
１
，９
９
２
万

３
千
円
の
増
で
５
億
６
，８
４
７
万
５
千
円

で
し
た
。

　
平
成
　
年
度
は
、
普
通
交
付
税
で
特
例

２３

措
置
さ
れ
て
い
た
病
床
数
　
床
の
削
減
に

１５

よ
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
大
幅

に
減
少
と
な
る
一
方
、
支
出
に
お
い
て
も

医
療
法
の
改
正
に
よ
り
前
倒
し
で
看
護
師

を
増
員
し
た
こ
と
に
よ
る
給
与
費
の
増
や
、

材
料
費
の
薬
品
購
入
の
増
及
び
燃
料
費
の

Ａ
重
油
単
価
値
上
げ
に
よ
る
経
費
の
増
な

ど
が
収
支
状
況
に
大
き
く
反
映
さ
れ
ま
し

た
。

　
患
者
動
向
に
よ
る
収
入
状
況
で
は
、
外

来
収
益
に
あ
っ
て
は
患
者
数
の
減
少
か
ら

厳
し
い
影
響
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
入

院
収
益
に
あ
っ
て
は
、
診
療
日
数
１
日
増

病
院
事
業
会
計
決
算
の
概
要

特
別
会
計
決
算
の
概
要

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

５億５,６６３万３千円医業費用４億２,４８１万２千円医業収益

１,１８４万２千円医業外費用１億２,８３６万１千円医業外収益

５億６,８４７万５千円合　計５億５,３１７万３千円合　計

〈収　入〉 〈支　出〉収益的収支

病院事業会計の決算状況

２９８万２千円建設改良費６,３２３万９千円出資金

６,３２３万９千円企業債償還金２９８万２千円他会計繰入金

６,６２２万１千円合　計６,６２２万１千円合　計

〈収　入〉 〈支　出〉資本的収支

●●●平成２３年度各会計決算報告●●●
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屋
根
に
積
も
っ
た
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど
の
落
下
に
よ
っ
て
、
歩
行
者
が
け
が
・
・
を
し
た

り
、
死
亡
し
た
り
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
特
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
、
冬
期
間
の
通
行
を
安
全

・
円
滑
に
す
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

〈
北
海
道
・
北
海
道
警
察
・
土
木
下
水
道
グ
ル
ー
プ
〉

▽
屋
根
の
雪
や
氷
、
つ
ら
ら
な
ど
が
道
路

に
落
ち
る
構
造
の
建
物
に
は
、
事
故
を

防
ぐ
た
め
、
丈
夫
な
滑
り
止
め
な
ど
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
雪
の
滑
り
止
め
が
あ
っ
て
も
、
強
度
不

足
や
部
品
の
劣
化
に
よ
る
落
下
を
防
ぐ

た
め
、
定
期
的
に
点
検
を
行
い
、
悪
い

と
こ
ろ
が
あ
る
と
き
は
必
ず
修
繕
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
屋
根
の
雪
な
ど
は
、
気
温
が
急
に
上
昇

し
た
と
き
、
特
に
摂
氏
零
度
か
ら
前
後

３
度
く
ら
い
の
と
き
に
落
ち
や
す
く
な

り
ま
す
。
歩
行
者
や
遊
ん
で
い
る
子
ど

も
た
ち
に
注
意
し
、
早
め
に
雪
下
ろ
し

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
窓
枠
、
突
出
看
板
な
ど
か
ら
の
落
氷
雪

は
、
少
量
で
あ
っ
て
も
危
険
で
す
。
付

着
し
た
雪
や
氷
は
、
こ
ま
め
に
取
り
除

く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
雪
や
氷
が
落
ち
る
お
そ
れ
の
あ
る
軒
下

な
ど
で
は
、
歩
行
者
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注

意
を
促
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
軒
下
で
は
絶
対
に
子
ど
も
た
ち
を

遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
屋
根
か
ら
大
量
の
雪
が
落
ち
た
と
き
は
、

直
ち
に
人
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
な
い
か

確
か
め
る
と
と
も
に
、
通
行
に
支
障
の

あ
る
と
き
は
速
や
か
に
除
雪
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
は
し
ご
を
お
さ
え
た
り
、
安
全
を
確
認

し
合
う
た
め
、
複
数
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

や
む
を
得
ず
一
人
で
行
う
と
き
は
、
家

族
に
声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

▽
靴
や
は
し
ご
に
滑
り
止
め
を
付
け
ま
し

ょ
う
。

▽
万
が
一
滑
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
命
綱

を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▽
通
行
人
や
子
ど
も
な
ど
周
囲
の
確
認
を

し
て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
歩
行
者
や
車
の
通
行
に
支
障
と
な
り
ま

す
の
で
、
屋
根
雪
な
ど
住
宅
敷
地
内
に

積
も
っ
た
雪
は
絶
対
に
道
路
へ
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

落
雪
事
故
を
防
ぐ
に

落
雪
事
故
を
防
ぐ
に
はは

  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

道
路
に
雪

道
路
に
雪
をを出

さ
な
い
で

 

出
さ
な
い
で
！！

屋
根
の
雪
下
ろ
し

屋
根
の
雪
下
ろ
し
をを

す
る
と
き

す
る
と
き
はは




